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3-2 強震動予測

業務の目的

サブテーマ（2）で構築された沿岸地域の断層形状モデルにもと
づいて、強震動予測のための震源断層モデルに必要なパラメータ
を検討し、震源モデルの特性化を行う。従来の速度構造モデルや
必要な微動観測などを行って、対象地域の地下速度構造モデル
の高度化をすすめる。これらの情報を組み合わせて、対象断層帯
が活動した場合の強震動予測を行い、地震動分布の特徴を調べ
る。

平成26年度の計画

近年発生している内陸被害地震の震源モデルを収集し、強震動
生成の観点に立った震源モデル特性化を継続する。地下速度構
造モデルの集約情報に基づいて、探査が必要な地域（富山等の北
陸地方）において微動アレイ探査、単点微動調査等を行う。対象地
域における地震波形記録の収集を継続する。
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平成25年度

 地震基盤までの深部地盤の地下速度
構造に関する探査情報が不足してい
る富山平野を中心に，微動アレイ観測
を実施する。

平成26年度業務計画

（１）強震動予測のための特性化震源モ
デルパラメータの整理

（2）地下速度構造モデルの高度化
・S波速度探査情報が不足している地域
での微動アレイ探査．単点微動探査
・J‐SHISモデルの検証

（３）自治体震度計データの収集

・福井県、石川県に続き、周辺県等の情
報収集とデータ収集
・J‐SHISモデルの検証

（2）地下速度構造モデルの高度化



富山平野内で10地点の微動アレイ観測を実施（10月～11月予定）
※SPAC法等により位相速度を求め、観測地点の速度構造を推定

富山平野での微動観測例
・網羅的な単点微動観測（先名，2010）

H/Vピーク周期、J-SHISモ
デルをもとに観測点を選定

（２）地下速度構造モデルの高度化
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平成26年度富山平野微動アレイ観測予定地点（2014年１0～11月実施予定）

（２）地下速度構造モデルの高度化 富山平野

基図は産総研シームレス地質図



（２）地下速度構造モデルの高度化 加賀平野・邑知潟
平成25年度に実施した加賀平野南部・邑知潟平野でのアレイ微動観測、単点
微動観測のデータ解析を継続中

単点微動H/Vスペクトル比

卓越周期

J‐SHISモデルとの卓越周期の比較
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絈野(1992)



平成25年度： 石川県及び福井県の自治体震度計波形データを収集
平成26年度： 新たに富山県の自治体震度計波形データを収集した

（県に波形記録の残っている2010年10月～2013年7月の地震記録）

※富山県知事政策局防災・危機管理課、石川県危
機管理室危機対策課、福井県安全環境部危機対
策・防災課には各県の震度情報ネットワークシステ
ムによる観測波形の収集にご協力を頂きました。

（３）自治体震度計波形データの収集

石川県加賀地方の地震(M4.2)

砺波平野内の観測点は走時が
遅く、地震動継続時間が長い



北陸地方を対象に自治体震度計、強震計
（K-NET, KiK-net, 気象庁震度計）記録の解
析（各地点でのサイト特性の分離等）を進め
ている。

（３）自治体震度計波形データの収集

強震観測点数 富山県 石川県 福井県 合計

（独）防災科研K-NET 12 15 11 38

（独）防災科研KiK-net 7 9 7 23

気象庁震度計 8 11 7 26

各県の震度情報ネットワーク 28 27 31 86

１） 地震動後続波R/Vスペクトル比の検討

２） スペクトルインバージョンによるサイト特
性の分離

北陸３県の強震観測点



2005年福岡県西方沖の地震のすべりモデルと
SMGAの比較(Suzuki and Iwata, 2006)

すべりの大きい領域、SMGAの地震規
模依存性（Suzuki and Iwata, 2006)

日本における内陸地殻内地震の
SMGAモデルに基づくMo‐Sa関係

（１）強震動予測のための特性化震源モデルパラメータの整理


